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研究成果の概要（和文）：本研究では米国アラスカ州のイヌピアットとカナダ北西海岸地域のヌーチャヌルス、カナダ
極北地域のイヌイットの捕鯨活動を先住権との関連で調査した。イヌピアットの捕鯨は、国際捕鯨委員会の「先住民生
存捕鯨」として実施されている。ヌーチャヌルスは歴史的にコククジラやザトウクジラを捕獲してきたが、捕鯨を先住
権として主張しておらず、捕鯨を行っていない。一方、イヌイットの捕鯨はカナダ政府によって先住権として承認され
ており、約50年間の中断を経て1990年代に復活した。このように民族によって違いが見られるが、捕鯨はこれらの先住
民族にとってアイデンティティの維持や世界観と深く関わっており、単なる狩猟活動ではない。

研究成果の概要（英文）：This project is an anthropological study of aboriginal whaling activities amongst 
the Inupiat in Alaska, USA, Nuu-cha-nulth on the Northwest Coast, Canada, and Inuit in Canadian Arctic, in
 relation to their indigenous rights. The Inupiat hunt bowhead whales within the context of IWC-sanctioned
 Aboriginal Subsistence Whaling. Although the Nuu-cha-nulth hunted gray whales and humpback whales histori
cally, they have not attempted to revive these hunts because of serious objections from environmental NGOs
. On the other hand, the bowhead whale hunt by the Canadian Inuit is recognized as an indigenous right by 
the government of Canada. Thus, they revived bowhead whaling in the 1990s after a 50 year interruption. As
 these cases show, there are differences in whaling contexts among these indigenous groups. However, as th
e whale hunts are closely related to the continuation of identities and world views of these groups, whali
ng is more than simply a subsistence activity for them.
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１． 研究開始当初の背景 
(1)1970 年代以降、商業捕鯨に反対する運動
が顕在化し、1982 年には国際捕鯨委員会に
おいて大型鯨類 13 種についての捕獲の一時
中止が決定され､現在もその状況が続いてい
る。そして反捕鯨運動の対象は、先住民によ
る捕鯨などにも拡大しつつある。 
(2)米国とカナダにおける先住民生存捕鯨は、
国際政治や反捕鯨を支持する国際世論、環境
問題、地下資源開発、海運、観光などの複数
の要因が絡み合いながら影響する中で実施
されている。両国のもとでどのような法的条
件の下で、どのように実施されているか、さ
らに先住民生存捕鯨とそれに従事する先住
民の生活の現状を、現地の要因と外部の要因
を考慮しながら調査し、検討する必要がある
と考えた。 
 
２．研究の目的 
米国やカナダでは、先住民の「伝統的な」狩
猟漁労活動は先住権のひとつと考えられて
おり、アラスカのイヌピアットやカナダのイ
ヌピアットにはホッキョククジラを捕獲す
る権利がそれぞれの国家によって認められ
ている。本研究の目的は、現代の先住民生存
捕鯨が、いかなる政治的、経済的、社会的、
環境的条件のもとでどのように実施され、そ
れが捕鯨コミュニティの維持や変化にいか
に関与しているかを、北アメリカ先住民の事
例を通して解明することである。さらに、そ
れらの捕鯨を分析することによって、先住権
が具現化された実態とはどのようなもので
あるかを解明する。 
 
３．研究の方法 
(1)先住民生存捕鯨を実施している現地にお
いて、捕鯨とその後に行われる獲物の分配・
流通・祭り・祝宴について申請者が考案した
生業モデルを援用して、参与観察調査と聞き
取り調査を実施する。 
(2)先住民生存捕鯨に関連する国際的規制・
条約や国家政策、NGO 活動、地下資源開発、
海運活動、観光活動に関する情報を米国やカ
ナダの政府関連機関やNGO団体、企業、大学、
研究所、博物館等で収集する。また、関係者
から聞き取り調査を行う。 
(3)収集したデータを用いて、ポリティカ
ル・エコロジーの視点から捕鯨コミュニティ
の社会関係やアイデンティティの再生産の
メカニズムについて分析する。 
 
４．研究成果 
(1)アラスカ先住民イヌピアットのホッキョ
ククジラ猟は、国際捕鯨委員会における政治
動向、国家政策、地球温暖化、環境 NGO や動
物福祉 NGO の反捕鯨活動、石油・天然ガスの
資源開発、海運開発、観光活動など複数の要
因が複雑に絡み合い、作用する中で、「先住
民生存捕鯨」として実施されている。 
(2)現在のアラスカにおける先住民生存捕鯨

は、先住民の権利としてではなく、文化的か
つ栄養学的な必要性のために米国政府によ
って承認され､実施されている。すなわち、
アラスカにおけるホッキョククジラ猟の法
的な根拠は、1972 年の「海獣類保護法」の例
外条項であり、1971 年の「アラスカ先住民土
地請求処理法」（ANCSA）ではないことが判明
した。 
(3)米国アラスカ州バロー村でのイヌピアッ
トの春季捕鯨と獲物の分配を調査した結果、
獲物の分配には捕鯨集団ごとに微細な差異
があることや若い捕鯨キャプテンほど獲物
をより平等に分配していることが判明した。
また、捕鯨を実施するためには多額の現金を
必要とするため、賃金労働からの収入や先住
民会社からの配当金を投入しなければなら
ないことが判明した。 
(4) 米国アラスカ州バロー村でのイヌピア
ットの捕鯨祭「ナルカタック」や感謝祭を調
査した結果、捕獲されたクジラの肉や脂皮の
約 30%が捕鯨集団によって提供され､消費さ
れていることが判明した。ナルカタックは、
文化的に価値が高い鯨肉や脂皮を村全体で
分かち合う機会であり、イヌピアットの民族
アイデンティティを確認する場であること
が判明した。また、祝宴後に実施されるドラ
ムダンスも、民族や村、特定の捕鯨集団の一
員としてのアイデンティティの創出と維持
に大きな役割を果たしていることも分かっ
た。 
(5)カナダ極北地域ではイヌイットの捕鯨が
彼らの先住権の一部として、約 50 年の中断
を経て 1990 年代に復活した。カナダは国際
捕鯨委員会から1982年に脱退しているため、
カナダ・イヌイットの捕鯨は、国際捕鯨委員
会が承認している「先住民生存捕鯨」ではな
い。彼らは、食料獲得のためよりは､アイデ
ンティティの保持や政治的な理由からホッ
キョククジラ猟を行っていると考えられる。
しかし､彼らは大型クジラの狩猟・解体・分
配に関する技術や知識を継承していないこ
とや、実施に多額の費用を必要とすることを
理由に、ヌナヴト準州以外では捕鯨は休止状
態にある。 
(6)カナダ北西海岸先住民であるヌーチャヌ
ルスは歴史的にコククジラやザトウクジラ
を捕獲してきたことが知られているが、ラン
ドクレームでは捕鯨を先住権のひとつであ
ると主張しなかたため、捕鯨の再開はきわめ
て困難な状況にある。この背景には、環境 NGO
や動物福祉NGOによる反捕鯨運動が存在して
いる。一方、その南方に居住するマカーは米
国と締結した条約によって捕鯨の権利は保
障されているが、国内法との抵触や環境 NGO
による捕鯨差し止め訴訟によって捕鯨を中
断せざるを得ない状況にある。 
(7)先住民生存捕鯨は、自国政府によって承
認されていても実施できない状況が出現し
つつある。この背景には世界各地で繰り広げ
られているクジラをめぐる動物福祉運動や



環境保護運動が、クジラを「神聖なる海獣」
とみなし、世論に大きな影響をおよぼしつつ
あると考えられる。1970 年代以降、世界各地
においてクジラと人類の関係は大きく変わ
りつつあり、各国政府や国際捕鯨委員会が同
意している先住民生存捕鯨の存続にも悪影
響を及ぼしつつある。 
(8)北アメリカ地域の先住民による捕鯨とそ
れに関連する活動は、彼らのアイデンティテ
ィや世界観と深く関係しているので、その中
断や廃止は彼らの文化と社会の存続に深刻
な悪影響を及ぼすと予想される。 
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